
 

 

 

 

みんなの力で大成功！！運動会 
 最高の天候に恵まれ、ご来賓や保護者の皆様

にも多数ご参加いただき、財田小学校の運動会

を開催することができました。本当にありがと

うございました。 

 開会式・ラジオ体操 

 全校児童の入場行進から始まりました。練習

を始めた４月の終わり頃は、１年生は入学した

ばかりで、イチ・ニ、イチ・ニのリズムで足踏みを続けることや、左足から

動かし始めることもうまくできませんでしたが、みるみるうちに上達し、本

番では上級生と変わらない、すばらしい行進を見せてくれました。校旗・国

旗を持つ児童会役員さん、そして、６年生から１年生まで、立派な行進でし

た。また、司会進行や児童の言葉の役割を担った６年生も、重責を立派に果

たしてくれました。 

 ラジオ体操は、６年生の代表者が壇上で、４～６年生の体育委員さんが前

に出て模範体操をしてくれました。前で行う

ために、何度も練習を行っていました。すば

らしいラジオ体操でした。 

 色別対抗リレー 

 低・中・高学年別で、赤・青・黄・桃の４

色のチーム対抗で行いました。大接戦で競い

合っている場面はもちろんのこと、差が開い

た場面でも、力を抜かずに一生懸命に走って

いました。勝っても負けても、みんな一生懸

命でした。どんな場面でも自分の全力でがん

ばりました。 

 親子競技 

 中学年は『なかよ

くスキンシップ』。くじに書いてある「おんぶ」などの指示に従って、親子

でスキンシップができました。低学年は『デカパンでゴー』。親子でなかよ

くデカパンに入って走りました。高学年は『どこ行っきょんな』。大きさの

違う２つのボールが入った網の袋を、親子でドリブルしました。思うように

転がらないボールに向かって、「どこ行っきょんなーっ！」と言いながら

（！？）親子で息を合わせてドリブルをしていました。 

 全校色別対抗綱引き 

 ４色対抗で綱引きを行いました。綱引きは、運動会らしい種目と言えるか

もしれません。普段子どもたちは、綱引きのように全力で力を合わせて引っ

張る経験はあまりないと思いますが、この時ばかりは、力を込めて綱を引っ

張りました。 

 児童会競技 

色別対抗の玉入れですが、１本の竿に高い籠と低い籠がついていて、ど

の子にも入れやすくなっています。低い籠が１個１点で、高い籠が１個３点

です。上級生も下級生も、みんなで楽しめた玉入れだったと思います。児童

会役員と 6年生のみなさんのすばらしいアイディアがつまった玉入れでし

た。 
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 表現運動 

 低学年『きみのヒーロー』、中学年『最高の友達』、高学年『輝け！！財田の星』。かわいらし

さ、かっこよさ、力強さ、凜々しさ・・・・・、子どもたちの様々な姿が見られました。一人一人が

ヒーローとなって、友達といっしょに、青空の中でも輝いていました。 

    

閉会式 

 結果発表や表彰状やトロフィーの

授与の時も、６年生が堂々と役割を

果たしてくれました。 

 ４年生以上の子どもたちは、当日

の係や準備や片付けでもがんばって

くれました。 

 輝く 笑顔の 仲間に 

 今年、児童会役員さんや６年生が中心となって、全校生の意見を基にして決めた児童会の合い言葉

は、『輝く 笑顔の 仲間に』です。子どもたちは、この運動会でそれを体現してみせてくれまし

た。 

 閉会式の後の片付けでは、保護者の方にもテントの片付けなどをお願いしましたが、大変多くの方

にご協力いただき、とてもスムーズに、そして安全に片付けを終えることができました。ありがとう

ございました。 

 

 大きな行事である運動会が終わりました。本番だけでなく、それまでの練習や準備、片付けも含め

て、一人一人の子どもたちは大変よく頑張り、とても成長しました。 

 ご来賓の皆様、保護者の皆様、ありがとうございました。 


